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　近年，ZEB（Net Zero Energy Building）という
単語やニュースをよく見るようになっていますが，
きっかけになったのは国際エネルギー機関（IEA）
が 2008 年開催した洞爺湖サミットで G8 各国に導
入目標の設定と市場拡大を求めたこと，資源エネル
ギー庁が 2009 年に「ZEB の実現と展開に関する研
究会」を開催したことだと理解します．
　エネルギー消費が増加傾向にある民生部門におい
て建築物の省エネルギー化は大きな課題です．この
ような背景などから，2014 年 4 月のエネルギー基
本計画では建築物について，2020 年までに新築公
共建築物等で，30 年までに新築建築物の平均でそ
れぞれ ZEB 実現を目指す政策目標を設定していま
す．また，15 年 12 月経済産業省 資源エネルギー庁

にて作成した「ZEB 実現・普及に向けたロードマッ
プ」に基づき，ZEB 目標の達成向けて官民一体と
なって取り組んでいます．
　日本で ZEB の定義が明確になったのは，経済産
業省が開催した ZEB ロードマップ検討委員会の

「ZEB ロードマップ検討委員会とりまとめ」であり，
ZEB とは，「先進的な建築設計によるエネルギー負
荷の抑制やパッシブ技術の採用による自然エネル
ギーの積極的な活用，高効率な設備システムの導入
等により，室内環境の質を維持しつつ大幅な省エネ
ルギー化を実現した上で，再生可能エネルギーを導
入することにより，エネルギー自立度を極力高め，
年間の一次エネルギー消費量の収支をゼロとするこ
とを目指した建築物」と定義されています．また，
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ことになります．つまり，ZEB 実現を目指した建
築物は複数の省エネ手法と創エネ手法を組み合わせ
ることになります．
　本特集記事は，ZEB 政策，制度，判断基準制定
にかかわった先生方や ZEB 実現に向けて研究，設
計，運用を携わっている方々に原稿をお願いしてお
ります．大変ご多忙の中，本特集記事のために寄稿
をいただいた皆様には心よりお礼を申し上げます．
本特集記事が，会員の ZEB の現状と ZEB 実現に向
けた取り組みへの理解に少しでも貢献できれば幸い
です．

ゼロエネルギーの達成状況に応じて次のように三つ
の ZEB を定義しています．ZEB（ネット・ゼロ・
エネルギー・ビル），Nearly ZEB（ニアリー・ネット・
ゼロ・エネルギー・ビル），ZEB Ready（ネット・
ゼロ・エネルギー・ビル・レディ）です．
　建築物は，人が活動する場所であり，また建築設
備を含みますので，必然的にエネルギー消費が生じ
ることになります．建築物のエネルギー消費量をゼ
ロにするためには，建物外皮の高断熱化，自然エネ
ルギー利用，設備の高効率化による省エネルギー化
と太陽光発電などによる創エネルギー化により，年
間に消費するエネルギー量の正味収支をゼロにする
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